
 
 

 

 

スポーツ医・科学拠点施設、屋内50メートルプール整備の検討状況について  

 
○スポーツ医・科学拠点施設  
  ・国立スポーツ科学センターを活用できない県内トップアスリートが利用できるとよい。 
  ・アスリートの継続した測定データを基に、トレーニング指導ができるとよい。 
  ・合宿施設と栄養管理がされた食事の提供ができるとよい。 
  

○屋内５０メートル水泳場  
  ・国内主要大会が開催できる規模のプールを整備してほしい。 
  ・最先端の施設・設備を整備してほしい。また、それを活用できる指導者が必要。  
  ・スポーツ医・科学の支援を受けられるプールにしてほしい。 
  ・大会やアスリートの練習以外に、県民が体力・健康づくりで利用できるプールがよい。 
  ・合宿施設と栄養管理がされた食事の提供ができるとよい。 
 

 

プール等附属施設部会 

（一社）県水泳連盟理事長 

（一社）県障害者スポーツ協会副会長 

（一社）日本健康倶楽部事務局長 

（公財）県健康づくり事業団 
健康管理部次長兼保健指導課長 
日本健康運動指導士会埼玉県支部事務局長 

（公財）埼玉県体育協会理事 

県高等学校体育連盟水泳専門委員長 

県中学校体育連盟会長 

○H29.8  スポーツ施設整備に関する関係者会議の設置 
           部会を設置し、関係者等の意見を聴取 
           ・スポーツ医・科学拠点施設部会 
           ・プール等附属施設部会 

２ 検討会議の設置 

スポーツ医・科学拠点施設部会 

（公財）埼玉県体育協会理事 

県高等学校体育連盟常任理事 

県中学校体育連盟会長 

（特非）埼玉県レクリエーション協会副会長 

県スポーツ推進委員協議会副会長 

（一社）彩の国SCネットワーク代表理事 

（一社）日本健康倶楽部事務局長 

（公財）県健康づくり事業団 
健康管理部次長兼保健指導課長 
日本健康運動指導士会埼玉県支部事務局長 

東洋大学陸上競技部短距離部門コーチ 

プライドリームス埼玉執行委員会執行委員長 

（一社）県障害者スポーツ協会副会長 

○施策１ スポーツ参画人口の拡大 
         ～「する」「みる」「ささえる」スポーツ文化の醸成～ 
         （５）身近でスポーツに親しめる場の充実 
            屋内５０ｍ水泳場整備の推進 
         （６）健康の増進に向けたスポーツ医・科学の活用 
            スポーツ医・科学を活用した拠点施設の設置検討 
 

○施策３ スポーツを通じた地域の活性化 
         ～スポーツを元気で魅力ある埼玉づくりの推進力に！～ 
         （１）スポーツを通じた魅力ある地域づくり 
            トップレベルの競技会や大規模スポーツ大会等の招致・開催の推進 
            スポーツ施設を活用した地域の魅力づくり 
         （２）スポーツの成長産業化 
            スポーツ施設を活用した地域経済の活性化 
 

○施策４ 世界に羽ばたくトップアスリートの輩出 
         ～スポーツ王国埼玉をささえるアスリートへの積極的支援～ 
         （１）トップアスリートの発掘、育成、支援 
            アスリートの発掘・育成 
            埼玉発のオリンピアンの育成 
            指導者等の育成 
         （２）障害者の競技スポーツの推進 
            障害者アスリートの発掘・育成 
         （３）トップチーム・トップアスリートと地域スポーツの好循環の創出 
            トップアスリートを活用した事業の推進 
         （４）アスリート育成に向けたスポーツ医・科学の活用 
            スポーツ医・科学の知見を活用したアスリート支援 
            スポーツ医・科学を活用した拠点施設の設置検討    

 
 

 

 

４ スポーツ推進審議会の今後の予定 

○第２回  施設内容の検討 
          機能・規模・設備・立地・運営方法・概算事業費等 
 

○第３回  検討内容の報告 

３ 検討会議での主な意見 

１ スポーツ推進計画での位置づけ 
○各部会のメンバー 
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